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The Practical Study of Arithmetic 
Design the Teaching Practice Which Work on the Theme of the Subject 
 
Yoshimichi KANEMOTO (Nippon Sport Science University)  
 
  For the theme of emphasizing and discussing the characteristics of the educational practice of 
the Arithmetic, having participated in its practical study, focused on “lessons as educational practice” 
considering the concept of “educational practice”, then, this study focused on the nationwide 
workshop, which further clarifies and implements the characteristics of the subject regarding 
“lesson study” as “practical study.” Such nationwide organization is essential to work on the 
nationwide study theme of the subject. Then, the new Arithmetic teaching workshop was picked up 
as a nationwide workshop, its publishing activities by way of presenting the achievement of “lesson 
study as practical study” were focused on, and promoting the practical activities as a method in its 
process was shown. In these teaching practice, using, acquiring and developing mathemati cal 
viewpoints and ways of thinking were emphasized, and also the characteristics of putting values on 
“points of developing children’s attributes and ability” in the actual teaching procedures was seen. 
It can be said that the activities such as creating lessons which work on the nationwide study theme 
of the subject have been developed through such actual practice.  
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  Ⅲ 算数授業の新展開 
  1) ［単元］10000より大きい数 
    基になる数を変化させて考える－ある数
を 10倍，100倍，10でわった数－ 
  2) ［単元］整数の加法・減法 
    十進位取り記数法を基に数の世界を広げ
ていく－３位数＋３位数の筆算－ 
  3) ［単元］減法の筆算 
    数のきまりを見いだし活用する 
  4) ［単元］整数の除法 
    見方・考え方を働かせる数学的活動で意
味を理解する－等分除（１つ分の大きさ
を求める除法）－ 
  5) ［単元］整数の除法 
    包含除を根拠に，等分除を除法として統
合的に捉える 
  6) ［単元］余りのある除法 
    図を活用し，きまりを見つける－余りの
大きさで分類－ 
  7) ［単元］分数の意味と表し方 
    自ら問いをもち，対話と体験を通して学
びを深める 
  8) ［単元］小数の意味と表し方 
    整数のときと同じように考えて計算する
－小数の減法－ 
  9) ［単元］□を使った式 
    数量関係に着目して表現する－数量の関
係を表す式－ 
  10)［単元］二等辺三角形・正三角形 
    協働的問題解決で図形の特徴を捉える－
二等辺三角形・正三角形の分類－ 
  11)［単元］二等辺三角形・正三角形 
    「問う」ことを通して図形に対する感覚
を豊かにする 
  12)［単元］二等辺三角形・正三角形 
    直観を基に，定義や性質を用いて実証す 
る－円に内接する正三角形のかき方－ 
  13)［単元］円と球 
    正方形や円のコマを回すことから円の特
徴を見いだす 
  14)［単元］円と球 



























  （※本単元で育てたい資質・能力を中心に 
授業づくりのポイントを記述する。） 
(2) 数学的な見方・考え方を働かせた数学的活
動にいかに取り組むか 
①本単元で大切にしたい数学的な見方・考
え方とその成長（※本単元で子供たちが
数学的活動において働かせる数学的な
見方・考え方を示し，それを単元を通し
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てどのように働かせ，さらにはどのよう
に成長していくかを示す。） 
②主体的・対話的で深い学びを支える数学
的活動（※本事例において取り組む数学
的活動が新学習指導要領に示された数学
的活動のどれに相当するかを示し，事例
に即して解説する。また，本単元の指導計
画上において特徴的な指導場面を 2 事例
程度取り上げ，指導計画のまとまりを見
通して，数学的活動をどのように進め，経
験を積み上げていくかを示す。）
２．本単元の目標と指導計画，本時の位置づけ 
(1) 目標（※本単元の目標を「三つの柱」に併せ
てそれぞれ記述する。）
(2) 指導計画（○時間扱い）
「内容」「時間」「ねらい」「主な評価規準」
を示す。（※評価規準は「知識・技能」「思考・
判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」
の３観点から指導計画上重点化して示す。
また，現行のものを参考にし，新学習指導要
領を反映させて記述する。なお，中教審の学
習評価WG関連の動向を注視する。）
３．本時の主体的・対話的で深い学びづくりの
ポイント（※次の(1)(2)(3)を参考にして，事例
に即して項目を設けて記述する。） 
(1) 授業のゴールをいかに変えるか（※資質・能
力ベースの学習指導への転換ということを
踏まえ，事例に即して記述する。）
(2) 数学的活動をいかに充実させるか（※本事
例に即して，単位時間の数学的活動がどの
ように進められるのかを説明する。）
(3) 深い理解を支える授業にいかに転換させる
か（※数学固有の内容の深い理解へと進め
るために，「本時の展開」の中の「資質・能
力育成のポイント」とも対応させて，授業を
いかに充実させるかを記述する。）
４．本時の展開 
(1) 目標（※資質・能力ベースで，記述の仕方を
工夫する。）
(2) 展開
「教師の働きかけと予想される子供の反応」
と「◎指導上の留意点 ◇評価」の２項目 
（※「教師の働きかけと予想される子供の
反応」欄では，問題や課題（焦点化された問
題）を明確にする。「◎指導上の留意点 ◇評
価」欄では，指導上の留意点のうち特に「資
質・能力育成のポイント」になる事項と箇所
を１～３点強調的に示す。） 
５．実践のまとめと考察 
（※実践を経て明確になったことや子供達の
学びに向かう力等の育成などの記述） 
 「本時の展開」部分について，「資質・能力育成
のポイント」をいくつか示している。それは，問
題解決のための活動の過程で見方・考え方を働か
せて解決しようとしているところに関わるもので
ある。改めて学習過程を振り返り，それらの見方・
考え方が役立っていることを味わう（価値づける）
ことが，数学的な見方・考え方を身に付け成長さ
せていくには重要であるからである。 
 このようなことも含めて，執筆者の理解を得な
がら，全国的規模での授業実践に取り組んでいく
こととなる。そして，成果として出来上がったの
が『改訂新版 講座 算数授業の新展開』（全６巻）
ということになる。と同時に，これが全国で市販
され，研修用として活用されることになるし，ま
た，月刊誌，全国大会，セミナーなどで実践的な
批判をもいただき，次に向けての糧となっていく
ことになる。 
4．結語 
 教育実践を，本稿では授業実践に焦点を当てた
が，それを学術的に研究することと，実践的に研
究することとは異なるものであることは明確にし
ておかねばならない。「実践研究」とは，通常は後
者のことを言い，前者は「学術研究」の類いであ
る。それらの違いは，それらが受け入れられるコ
ミュニティの違いにも依っている。 
 本稿ではそのことを前提として，「実践研究」と
しての「授業研究」について，教科の特質を一層
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明確化させてそれを行っている全国規模の研究会
に焦点を当てた。教科における全国的な研究課題
への取り組みには，このような研究会組織が不可
欠であると考える。そして，全国規模の研究会が
取り組んだ，実践研究としての授業研究の成果の
発表としての出版活動，また，その過程で方法と
しての実践的活動を促してきた出版活動への取り
組みを取り上げた。そこでは，教科における全国
的な研究課題と地域の教育実践とを，研究会組織
による出版活動という媒介によって協働的作業と
その共有が図られている。もちろん，その程度に
は，どのような実践活動においても同様であると
思うが，差が生じるものである。にも関わらず，
授業の創造という活動が「教科における全国的な
研究課題に立ち向かう」授業の創造という活動と
して展開されているといえよう。そして，実践研
究を進め，深め，広げていく取り組みが，また今
後，この出版物によって，さらになされていくこ
ととなる。 
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